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業
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進
出
と
人

材
育
成
」
が
７
月
29
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
経
済
成
長
著
し
い
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
の
雇
用
の
現

状
と
対
応
策
に
つ
い
て
講
演

と
討
論
が
行
わ
れ
、
経
営
者

や
企
業
関
係
者
ら
約
80
人
が

参
加
し
た
。

　
人
件
費
が
安
く
日
本
か
ら

近
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
生

産
拠
点
の
移
転
先
、
消
費
市

場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
人
々
は
よ
り

高
給
な
仕
事
に
転
職
す
る
た

め
、
先
行
し
て
進
出
し
た
企

業
の
中
に
は
高
い
離
職
率
に

悩
み
、
撤
退
を
検
討
す
る
と

こ
ろ
も
。
域
内
10
カ
国
の
出

身
者
は
ビ
ザ
な
し
で
移
動
で

き
る
た
め
不
法
労
働
者
も
多

く
、
進
出
先
で
の
人
材
の
確

保
・
育
成
は
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

　
内
野
明
商
学
研
究
科
教
授

（
経
営
科
学
）
は
、
タ
イ
や

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
メ
コ
ン
地
域

に
進
出
し
た
日
系
企
業
の
人

材
育
成
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し

た
共
存
共
栄
の
関
係
づ
く
り

を
説
い
た
。
実
態
調
査
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
継
続
し
て
働

い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
空

調
や
食
事
な
ど
職
場
環
境
の

整
備
に
加
え
て
、
年
功
を
賃

金
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
状
況

に
応
じ
た
対
応
が
必
要
だ
と

指
摘
。「
中
長
期
の
経
営
戦

略
を
持
ち
、
い
ず
れ
現
地
社

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
交

流
会
館
で
８
月
５
日
、
留
学

生
の「
卒
業
式
」が
開
催
さ
れ

た
。
同
会
館
に
滞
在
し
た
留

学
生
と
、
共
に
過
ご
し
た
専

大
生
の
寮
内
留
学
生
が
涙
と

笑
顔
で
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

　
寮
内
留
学
前
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
４
月
か
ら
８
月
ま
で
、

専
大
生
13
人
が
レ
ジ
デ
ン
ト

・
パ
ー
ト
ナ
ー（
Ｒ
Ｐ
）と
し

て
同
会
館
に
入
寮
。
日
本
語

学
習
を
希
望
す
る
外
国
人
の

た
め
の
日
本
語
・
日
本
事
情

プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）の
春

期
コ
ー
ス
（
５
〜
６
月
、
４

週
間
）
と
、
夏
期
コ
ー
ス

（
６
〜
８
月
、
７
週
間
）
参

加
の
短
期
留
学
生
ら
と
衣
食

住
を
共
に
し
た
。

　
夏
期
コ
ー
ス
の
留
学
生
を

日
本
の
卒
業
式
で
送
る
と
と

も
に
、
自
分
た
ち
の
退
寮
の

区
切
り
に
し
よ
う
と
Ｒ
Ｐ
が

企
画
し
た
。

　
式
で
は
、
Ｊ
Ｌ
Ｃ
の
短
期

留
学
生
と
長
期
滞
在
の
特
別

聴
講
生
計
28
人
が
胸
に
花
飾

り
を
つ
け
入
場
。
同
会
館
で

学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
サ
ポ

ー
ト
し
て
き
た
レ
ジ
デ
ン
ト

・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｒ
Ａ
）

５
人
が
〝
来
賓
〞
と
し
て

「
日
本
に
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　「
ま
た
会
え
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
書
か

れ
た
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ

た
留
学
生
は
「
専
修
大
学
に

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
な

ど
と
語
っ
た
。
最
後
に
全
員

で
『
旅
立
ち
の
日
に
』
を
合

唱
。
留
学
生
、
専
大
生
と
も

に
涙
で
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　
企
画
し
た
Ｒ
Ｐ
の
中
村
俊

介
さ
ん
（
経
営
２
）
は
「
日

本
語
で
涙
な
が
ら
に
ス
ピ
ー

チ
す
る
留
学
生
の
姿
を
見

て
、
言
語
や
文
化
の
壁
は
な

い
の
だ
と
感
じ
た
。
私
た
ち

Ｒ
Ｐ
は
こ
の
寮
内
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
留
学
と
は
違
っ

た
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
」と
振
り
返
っ
た
。

◆

　
後
期
の
寮
内
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
９
月
６
日
、
始
ま
っ

た
。
１
年
次
生
か
ら
４
年
次

生
ま
で
15
人
が
入
寮
。
５
日

間
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ

ャ
ン
プ
で
日
常
英
会
話
を
特

訓
し
た
。
日
本
理
解
プ
ロ
グ

ラ
ム
お
よ
び
Ｊ
Ｌ
Ｃ
秋
期
、

冬
期
コ
ー
ス
の
短
期
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン

ド
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

 

田
口
冬
樹
著

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

用
語
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
。
格
好

が
よ
く
て
、
時
代
の
先
端
を

い
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
の
意

味
や
内
容
に
つ
い
て
し
っ
か

り
理
解
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
と
き
わ
め
て
怪
し
い
状
況

だ
。
セ
ー
ル
ス
と
の
違
い
を

明
確
に
理
解
し
て
い
る
人
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

　
本
書
は
、
そ
う
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
あ
い
ま
い
さ

を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
エ
ッ
セ
ン

ス
（
本
質
）
を
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
る
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
は
事
実
を
正
確

に
と
ら
え
る
冷
静
な
分
析
力

と
、
問
題
を
発
見
し
温
か
い

思
い
や
り
の
心
や
精
神
で
解

決
に
導
く
マ
イ
ン
ド
の
一
体

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
い
か
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
か
を
、
事
例
を
駆

使
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
現
場
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
関
連
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
実
務
家
の
方
々
に
も
本

書
は
役
立
つ
。（
白
桃
書
房

・
本
体
３
０
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
た
ぐ
ち
・
ふ
ゆ

き
）

経
営
学
部
教
授
、
主

な
担
当
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
入
門
、
流
通
論
。

ポ
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

公
共
図
書
館

 

植
村
八
潮
編
著

　
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
社

会
に
浸
透
し
、
情
報
環
境
の

新
た
な
時
代
に
入
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
わ
ず

か
数
十
年
前
に
は
、
文
字
情

報
の
大
半
が
印
刷
出
版
物
と

し
て
流
通
し
、
モ
ノ
と
し
て

保
存
す
る
こ
と
が
一
般
的
な

時
代
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
情
報
検
索

が
当
然
視
さ
れ
る
中
で
、
公

共
図
書
館
に
目
を
向
け
る

と
、
ま
さ
に
時
計
の
針
を
戻

し
た
か
の
よ
う
な
過
去
の
風

景
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
ポ
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
時
代
に

公
共
図
書
館
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
。
本
書
は
そ
の
問
い
に

応
え
る
た
め
に
、
公
共
図
書

館
を
取
り
囲
む
情
報
環
境
に

目
を
向
け
て
い
る
。

　
電
子
書
籍
市
場
の
実
態
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現

状
、
さ
ら
に
米
国
図
書
館
や

大
学
図
書
館
と
の
比
較
を
通

し
て
、
ポ
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
時

代
に
対
応
す
る
公
共
図
書
館

の
未
来
像
を
活
写
す
る
。

　
共
編
者
は
、
柳
与
志
夫
、

著
者
に
野
口
武
悟
（
文
学
部

教
授
）
ほ
か
。（
勉
誠
出
版

・
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

　
編
著
者
（
う
え
む
ら
・
や

し
お
）

文
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
、
出
版
学
。

「卒業式」に参加した留学生と専大生

涙と笑顔で別れ 留学生〝卒業式〟

　
大
関
稔
さ
ん
（
商
３
）

写
真

が
囲
碁
の
ア
マ
名
人

位
を
奪
取
し
た
。
第
12
期
朝

日
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
名
人
戦

三
番
勝
負
（
朝
日
新
聞
社
、

日
本
棋
院
主
催
）
が
７
月

29
、
30
の
両
日
、
神
奈
川
県

「
ゆ
が
わ
ら
石
亭
」
で
打
た

れ
、
大
関
さ
ん
は
ア
マ
名
人

の
平
野
翔
大
さ
ん
（
立
命
館

大
２
年
）
を
２
連
勝
で
降
し

た
。

　
初
の
ア
マ
名
人
と
な
っ
た

大
関
さ
ん
は
「
２
局
と
も
苦

し
い
展
開
だ
っ
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
後
半
で
巻
き
返
し
勝
つ

こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
の
ア

マ
名
人
戦
で
は
準
決
勝
ま
で

進
ん
で
敗
れ
、
悔
し
い
思
い

を
し
た
だ
け
に
と
て
も
う
れ

し
い
」
と
喜
び
を
表
し
た
。

　
大
関
さ
ん
は
昨
年
、
第
62

回
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
本
因

坊
決
定
戦
全
国
大
会
（
毎
日

新
聞
社
な
ど
主
催
）
で
優
勝

し
て
お
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
囲

碁
の
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト
ル
二
つ

を
手
に
入
れ
た
。

　
今
年
は
学
生
本
因
坊
戦
を

連
覇
。
こ
れ
ま
で
学
生
十
傑

戦
な
ど
学
生
の
主
要
棋
戦
の

す
べ
て
を
制
し
て
い
る
。
ま

た
、
世
界
学
生
王
座
戦
２
連

覇
に
加
え
、
７
月
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
で
行
わ
れ
た
世
界
大

学
生
選
手
権
戦
（
国
際
大
学

囲
棋
連
合
主
催
）
で
は
、
日

本
人
と
し
て
初
優
勝
を
遂
げ

る
な
ど
世
界
を
舞
台
に
し
て

の
活
躍
も
目
覚
ま
し
い
。

ア
マ
囲
碁「
名
人
」も
奪
取

大
関
稔
さ
ん
（
商
３
）

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
（
飯
尾
秀
幸

研
究
代
表
）
の
今
年
度
１
回

目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
墳

時
代
の
渡
来
人
｜
西
と
東

｜
」
が
７
月
15
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
日

本
の
古
代
国
家
形
成
期
に
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
の
発
展

に
寄
与
し
た
渡
来
人
の
足
跡

を
、
遺
構
の
造
り
や
遺
物
の

出
土
状
況
を
も
と
に
土
生
田

純
之
文
学
部
教
授
を
は
じ
め

３
人
の
考
古
学
者
が
語
り
、

研
究
者
や
古
代
史
フ
ァ
ン
な

ど
３
８
０
人
を
超
え
る
参
加

者
が
聴
き
入
っ
た
。

　
福
岡
大
の
武
末
純
一
教
授

は
、
北
部
九
州
に
お
け
る
弥

生
時
代
か
ら
４
世
紀
ま
で
の

日
韓
交
流
に
つ
い
て
解
説
し

た
。「
農
業
の
始
ま
り
や
壱

岐
の
国
づ
く
り
に
渡
来
人
と

渡
来
文
化
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
が
、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
を
求
め
て
来
た
一
面
も
あ

る
の
で
は
」と
分
析
し
、や
が

て
朝
鮮
半
島
南
部
の
鉄
を
入

手
す
る
た
め
弥
生
人
も
行
き

来
す
る
な
ど
人
の
流
れ
は
双

方
向
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。

　
岡
山
理
科
大
の
亀
田
修
一

教
授
は
、
５
〜
８
世
紀
の
西

日
本
の
渡
来
人
に
つ
い
て
語

っ
た
。
朝
鮮
半
島
の
混
乱
を

背
景
に
５
世
紀
に
は
渡
来
人

が
大
量
に
流
入
し
、
鉄
器
、

須
恵
器
、
か
ま
ど
付
き
住

居
、
馬
の
飼
育
を
も
た
ら
し

た
と
説
明
。「
個
々
の
地
方

豪
族
と
渡
来
人
の
交
流
に
５

世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
畿
内
の

倭
王
権
が
規
制
を
強
め
、
渡

来
人
を
王
権
中
枢
に
取
り
込

ん
で
い
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
東
日
本
の
渡
来
人
を
取
り

上
げ
た
土
生
田
教
授
は
、
西

毛
（
群
馬
県
高
崎
市
）、
遠

江
（
静
岡
県
浜
松
市
）、
北

信
濃
（
長
野
市
）
に
あ
る
５

世
紀
後
半
の
遺
跡
や
古
墳
群

の
相
違
点
を
説
明
し
た
。
北

信
濃
で
は
渡
来
人
と
在
来
の

倭
人
の
墓
が
同
じ
形
状
（
丸

型
の
積
み
石
塚
）
で
あ
る
と

し
て
、「
北
信
濃
で
は
そ
れ

以
前
か
ら
リ
ー
ダ
ー
に
率
い

ら
れ
た
百
済
な
ど
か
ら
の
技

能
集
団
が
入
り
、
共
生
が
進

ん
で
い
た
。
交
流
を
規
制
す

る
王
権
の
影
響
が
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
」と
述
べ
た
。

　
講
演
後
は
高
久
健
二
文
学

部
教
授
の
司
会
で
３
氏
が
活

発
な
議
論
を
繰
り
広
げ
た
。

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
側

で
展
開
さ
れ
た
、
人
や
集
団

の
流
動
と
土
着
化
を
考
察
す

る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
４

年
目
に
入
り
、「
古
代
東
ユ

ー
ラ
シ
ア
来
日
外
国
人
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
と
「
渡
来
系
遺

跡
・
遺
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｜

東
日
本
編
｜
」
と
い
う
二
つ

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
も

始
ま
っ
た
（
い
ず
れ
も
試
験

公
開
）。

会場には多くの古代史ファンが詰めかけた

「
古
墳
時
代
の
渡
来
人
｜
西
と
東
｜
」シ
ン
ポ

 

古
代
史
フ
ァ
ン
聴
き
入
る

　
大
学
院
商
学
研
究
科
（
建

部
宏
明
商
学
研
究
科
長
）
と

東
京
信
用
保
証
協
会
の
第
14

回
共
同
公
開
講
座
「
中
小
企

員
に
経
営
を
任
せ
る
覚
悟
が

な
い
と
、
海
外
進
出
は
う
ま

く
い
か
な
い
」
と
結
ん
だ
。

　
商
社
か
ら
独
立
し
、
駐
在

し
た
ベ
ト
ナ
ム
に
旅
行
会
社

三
進
ベ
ト
ナ
ム
Ｊ
Ｓ
Ｃ
を
設

立
し
た
新
妻
東
一
氏
は
、
同

国
の
政
治
、
社
会
、
国
民
性

を
詳
し
く
紹
介
し
た
。
経
営

す
る
会
社
で
は
約
５
年
間
、

離
職
者
ゼ
ロ
。「
小
さ
い
会

社
で
給
料
も
高
く
な
い
が
、

ベ
ト
ナ
ム
人
の
共
同
経
営
者

が
よ
く
気
配
り
し
て
い
る
。

海
外
展
開
で
は
信
頼
で
き
る

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
存

在
が
大
き
い
」
と
述
べ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
で
国
際
化
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
山
本
恵
氏

も
加
わ
り
、
小
林
守
商
学
研

究
科
教
授
（
国
際
経
営
）
の

司
会
で
進
行
。
山
本
氏
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
製
造
業
の

最
低
賃
金
や
、
日
系
進
出
企

業
の
部
品
の
現
地
調
達
率
を

示
し
、「
コ
ス
ト
削
減
の
確

実
な
方
法
は
、
人
材
を
教
育

し
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
。

優
秀
な
駐
在
員
の
丁
寧
な
技

術
指
導
を
勧
め
た
い
」
と
語

っ
た
。

商学研究科公開講座「中小企業のＡＳＥＡＮ進出と人材育成」

雇用の現状と対応策を討論
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

意
見
を
交
わ
す
講
演
者
。
左
か

ら
小
林
教
授
、
新
妻
氏
、
内
野

教
授
、
山
本
氏


